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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民葱章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

』「我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11義孫子市我孫子1858a0471(85)1111 』
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情
報
公
開
制
度
懇
話
会
（
会
長

鈴
木
昇
氏
）
が
、
市
民
参
加
の
制

度
づ
く
り
を
目
指
し
て
７
月
沁
日

に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
話
会

は
一
般
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
３

名
を
含
め
、
学
識
経
験
者
・
各
種

団
体
の
代
表
な
ど
巧
名
に
よ
り
織

成
さ
れ
、
市
民
の
み
な
ざ
ん
の
広

い
視
野
や
専
門
的
な
見
地
か
ら
制

度
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
当
市
に
適
し
た
情
報

公
開
制
度
を
作
る
た
め
に
、
本
年

哩
月
の
提
言
に
向
け
て
活
発
に
審

情
報
公
開
制
度
懇
話
会
が
発
足

匡

老
い
へ
の
対
を
る

応
探

８

イ
ー
、
、
、
第

１
ｌ

高
齢
者
や
障
害
者
と
と
も
に
弊
◎
映
画
（
午
後
１
時
釦
分
か
ら
午

街
菫
菫
菫
巽
譲
蕊
霊
墓
塗
謹

Ｉ

探
る
」
は
今
年
で
８
回
目
。
今
回
は
一
周
齢
者
が
快
適
に
蟇
ら
い
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
〃
パ
ッ
チ
ン
〃

蝋
↓
ｕ
，
、
す
た
め
の
住
宅
改
造
や
日
常
生
活
用
品
の
紹
介
を
中
心
に
、

の
濤
臺
臺
薑
言
工
妻
言
壽
。
鑑
露
懲
重
蕊
謹
霊

や
こ
怪
艫
夢
午
前
鷆
騒
織
蕊
蝋
蕊
蕊

暮
ら
す
エ
夫
を
考
え
ま
す
。

入
で
．
グ
ロ
圏
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）
建
議
羅
議
一
そ
の
他
の
催
し

、

Ｉ

、
」
ｌ
加
呵ア

ァ
Ｌ
Ｉ
、
則

代
お
世

ク
ラ
ブ
不
安
や
、
介
謹
し
て
い
る
家
族
の

一
幸
嘩
蝿
鐇
嘩
隼
一
帽
診
垂
垂
華
稻

識
を
進
め
て
い
ま
す
。

懇
話
会
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
か
ら
の
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
十
分
に
ご
活
用
い
た

だ
け
る
制
度
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
各
委
員
、
ま
た

は
事
務
局
ま
で
ご
意
見
、
ご

希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
備

報
公
開
担
当
（
事
務
局
）
霊

（
蹄
）
１
１
１
１
内
線
２
６
８

第8回

▼情報公開制度懇話会委員

氏

朝倉

五十嵐

表

‘北川

庄司

正田

鈴木

鈴木

中村

畠山

向笠

抑澤

山下

横田

和田

名
一
嬉
寿
｜
》
一
》
｜
罎
一
椿
一
》
｜
昇
桐
一
癖
一
椿
》
｜
宏
一
勉
一
評

０４

３
１
－
０

所
４
２
３
９
２
－
１

唖
寺
蕃
蒲
諏
詫
迦
罪

７
１
２
２
２

住
銅
困
寺
矛
狸
銘
銘
丑
８
２
虹
松
原
も
許

１
’
３
８
翠
犯
山
１
台
台
戸
市
明
１
台

蔀
麺
帥
錘
確
裡
”
鈩
榊
春
汚
娠
蹄
帥
塞

｜

｜
’

オ
と
映
画

⑧
⑳
⑥
⑬
頓
訟
③
⑪
②
⑪

そ
の
他
の
催
し

り
ハ
ビ
リ

相
談

保
健
医
療

相
談

介
護
福
祉

相
談

住
宅
改
造

相
談

脳
血
管
障
害
な
ど
の
後
遺
症
に
対
す
る
機
能

回
復
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
、
理
学
療
法
士
が
お

答
え
し
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
に
つ
い
て
市
医
師
会
が
、
病

気
に
な
っ
た
時
の
保
健
制
度
に
つ
い
て
市
の
保

健
医
療
担
当
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
お
答
え
し
ま
す
。

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
そ

の
他
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方
に
つ
い
て
、

市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。

高
齢
者
が
快
適
に
暮
ら
し
、
介
識
す
る
方
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
に
つ
い
て
、

「
す
ま
い
と
福
祉
の
会
」
が
お
答
え
し
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
や
悩
み
事
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
が
お

答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

″
く
だ
さ
い
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
有
料
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
「
ま
ど
か
」
や
有
料
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
あ
い
あ
び
こ
」
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
手
づ
く
り
弁

当
を
届
け
る
「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介
。

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ー
釦
歳
以
上
の
会
員
に
、
地

域
の
臨
時
、
短
期
的
な
仕
事
を
提

供
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
。

◎
老
人
ホ
ー
ム
紹
介
コ
ー
ナ
ー

市
内
に
あ
る
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー

ム
「
久
遠
苑
」
と
「
和
楽
園
」
を

紹
介
し
、
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
制
度
な
ど
も
説
明
。

〆 、

期
日
…
如
月
扣
日
（
祝
）

場
所
…
市
民
体
育
館
野
球
場

雨
昆
儀
狗
づ
く
り
宏
會

電
車
で
外
出
す
る
機
会
の
少
な

い
障
害
者
と
い
っ
し
ょ
に
旅
行
す

る
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ゲ
ー
ム
や
手
品
で
秋
の
一
日
を

平
成
５
年
１
月
１
日
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
「
あ
び
こ

し
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
声
の
便
利

帳
」
は
、
市
役
所
で
の
手
続
き

の
し
か
た
や
夜
間
・
休
日
当
番

医
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話
で
情

報
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
“
の
項
目
に
つ
い
て

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
、
月
１
日
よ
り
、
健
康
、

福
祉
制
度
な
ど
を
中
心
に
蛇
の

項
目
を
追
加
し
、
内
容
を
さ
ら

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

あ
び
こ
し
テ
レ
ホ
シ
ガ
イ
ド

保
存
版
コ
ー
ド
表
配
布

障害者といっしょに

ひ窟わり号参加者募集

’
に
充
実
。

こ
れ
に
伴
い
、
案
内
項
目
の

一
覧
、
利
用
方
法
を
説
明
し
た

保
存
版
コ
ー
ド
表
を
、
９
月
犯

日
（
火
）
に
新
聞
折
り
込
み
に
よ

り
お
届
け
し
ま
す
。

平
日
は
も
ち
ろ
ん
、
市
役
所

閉
庁
の
日
で
も
聖
時
間
利
用
可

能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

霊
（
蓮
１
１
１
１
内
線
２
１
０

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
、
月
瓢
日
（
日
）

▼
行
き
先
成
田
山
新
勝
寺
、
成

田
公
園
（
出
発
、
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
）

▼
募
集
人
数
障
害
者
１
２
０
名
、

同
伴
者
（
家
族
）
釦
名
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
２
０
０
名
（
先
蒲
順
）

▼
参
加
賀
大
人
３
０
０
０
円
、

中
・
高
・
大
学
生
２
５
０
０
円

小
学
生
２
０
０
０
円
（
交
通
識
、

弁
当
代
、
入
館
料
、
傷
害
保
険
料

含
む
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
障
害
者
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
区
別
を
明
記
し
、
９
月
溺
日

（
土
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
０
１
流

山
市
下
花
輪
４
０
９
束
葛
病
院
内

ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
ち
ぱ
実

行
委
員
会
霊
（
錦
）
８
７
１
０
へ

報
で
お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ

体
育
課
壷
（
蓮

詳
し
く
は
、
月
１
日
号
の
広’

基下総 米軍機使用絶対反対地の
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隔
脚
凹
側
月
汀
日
（
日
）
開
場
午
後
５
時

圃
削
凹
市
民
会
館
（
開
演
午
後
５
時
別
分
）

、
月
面
日
（
且
、
市
民
会
館
で

森
山
良
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

’
森
山
良
子
コ
ン
サ
ー
ト

冨畠入局省
市
営
住
宅
・
日
秀
特
別
県
営
住

宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
表
Ａ
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
方

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

（
婚
約
者
の
場
合
は
、
入
居
の
期

限
ま
で
に
婚
姻
を
し
た
旨
の
証
明

が
提
出
さ
れ
、
同
居
で
き
る
こ
と

が
確
実
で
あ
る
方
）
。
た
だ
し
、

２
，
Ｋ
程
度
以
下
の
住
宅
に
つ
い

て
は
釦
歳
以
上
の
男
性
、
釦
歳
以

上
の
女
性
お
よ
び
１
級
か
ら
４
級

ま
で
の
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
単
身
で
も

入
居
で
き
ま
す
。

③
母
子
住
宅
入
居
希
望
の
場
合
は
、

加
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
、

市
が
発
行
す
る
証
明
響
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と
。

④
身
体
障
害
者
住
宅
入
居
希
望
の

場
合
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

定
め
る
１
級
か
ら
４
級
お
よ
び
戦

傷
病
者
で
恩
給
法
の
第
１
款
症
以

上
の
障
害
者
が
入
居
予
定
の
世
帯
。

⑤
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

１
９
６
７
年
「
こ
の
広
い
野
原

い
っ
ぱ
い
」
で
歌
謡
界
に
デ
ビ
ュ

ー
。
以
来
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

飛
ば
し
、
現
在
も
テ
レ
ビ
や
ス
テ

ー
ジ
等
で
幅
広
く
活
躍
中
で
す
。

我
孫
子
市
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

３
年
ぶ
り
２
度
目
。
持
ち
前
の
透

き
通
る
よ
う
な
美
し
い
声
と
歌
唱

力
、
気
さ
く
な
人
間
性
と
心
温
ま

る
お
し
ゃ
べ
り
を
お
楽
し
み
く
だ

こ
と
が
明
ら
か
な
方
。

⑥
国
税
ま
た
は
地
方
税
を
沸
納
し

て
い
な
い
方
。

▼
入
居
資
格
収
入
基
準
（
表
Ｂ
お

よ
び
表
Ｃ
の
と
お
り
）

◎
第
１
種
住
宅
．
ｎ
万
５
０
０
１

円
か
ら
四
万
８
０
０
０
円
ま
で

◎
第
２
種
住
宅
。
：
ｎ
万
５
０
０
０

▼表Aさ
い
。

▼
日
時
、
月
面
日
（
且
開
場
：

午
後
５
時
《
開
演
・
・
・
５
時
訓
分

▼
場
所
市
民
会
館

▼
入
場
料
Ｓ
席
５
０
０
０
円

Ａ
席
４
５
０
０
円
（
以
上
指
定
席
）

Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
自
由
席
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
ブ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、
あ

び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ

ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
ヘ
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
へ
図
書
館

湖
北
台
・
布
佐
分
館
、
中
央
公
民

館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、
取

｜
’

円
以
下

▼
募
集
期
間
、
月
４
日
（
月
）
か

ら
８
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
書
配
布
期
間
、
月
８
日

（
金
）
ま
で

▼
配
布
場
所
厚
生
課
お
よ
び
各

支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
種
類

一
一
一
一

手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
顕
）
１
１
５
１

⑪
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
市
営
住
宅
入
居
調
書

③
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
・
本
籍
お
よ
び
筆
頭
者
記

戦
の
も
の
）
た
だ
し
、
外
国
人
の
方

は
外
国
人
登
録
済
証
明
書
。

四
市
長
の
発
行
す
る
前
年
（
平
成

４
年
分
）
の
所
得
証
明
書
（
義
務
教

育
を
終
了
し
た
方
全
員
）

⑤
賛
貸
契
約
書
の
写
し

⑥
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

※
そ
の
他
、
申
し
込
み
者
の
状
況

に
よ
り
、
各
種
証
明
書
等
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
特
別
県
営
住
宅
の
申
し
込
み
に

必
要
な
書
類

＊
県
営
住
宅
入
居
調
書
（
そ
の
他

は
市
営
住
宅
に
準
じ
ま
す
）

▼
入
居
可
能
日

＊
市
営
住
宅
。
：
ｎ
月
１
日
（
月
）

＊
県
営
住
宅
・
・
・
ｎ
月
中
旬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
厚

生
課
社
会
係
垂
（
蓮
１
１
１
１
内

線
３
０
９

●
』

｜
’

『1--－－－－－－．｜

”Il
ll

i合併処理浄化槽設置|｜
'補助金制度のご利用を!’
||言終…種ﾝﾀー…鯛=!’’’

◎
よ
い
歯
。
い
い
顔
ニ
コ
ニ
コ
キ
＊
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
＊
悟
空

ヤ
ラ
バ
ン
と
の
歯
み
が
き
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

▼
日
程
、
月
ｎ
日
（
月
）
▼
時
間
第
１
回
；
午
前
、
時
鋤

▼
場
所
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
３
階
分
、
第
２
回
…
午
後
１
時
開
場

才
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
入
場
無
料
）
▼
定
員
各
回
と
も
親
子
３
０
０

▼
内
容
＊
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
ミ
ュ
名
（
先
藷
順
、
直
接
会
場
へ
）

ｌ
ジ
カ
ル
「
３
び
き
の
こ
ぶ
た
」
◎
成
人
歯
科
健
診

胸
部
Ｘ
線
検
査
は
、
結
核
、
肺

が
ん
、
気
管
支
炎
等
の
呼
吸
器
疾

患
お
よ
び
心
臓
肥
大
な
ど
の
心
臓

血
管
系
の
疾
患
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胸
部
Ｘ
線
検
査
（
左
表
参
照
）

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
本
人
以
外
で
昭
和
⑲

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
に

は
↓
受
診
整
理
券
（
受
診
当
日
必

ず
持
参
）
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
喫
煙
し
て
い
る

如
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
た
ん

の
検
査
（
肺
が
ん
検
査
）
も
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

受
け
付
け
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
訓
分
か

一
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
率
（
蝿
紗
確

結
核
健
康
診
断

肺
が
ん
検
診

、

I
心

’
『

▼
対
象
市
内
在
住
の
如
歳
以
上

の
方
（
先
藩
１
０
０
名
）

▼
内
容
歯
科
健
診
お
よ
び
相
談

▼
時
間
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
２

時
鋤
分

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ら
ｎ
時
訓
分
、
午
後
１
時
か
ら
３

寺▼
注
意
＊
肌
蒲
は
ボ
タ
ン
類
の

な
い
も
の
を
蒲
用
し
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
は
さ
け
て
く
だ

さ
い
。
＊
受
診
の
際
は
、
受
診
整

理
券
を
切
り
離
し
、
年
齢
、
遜
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
で
き
な
い
方
＊
峨
場
や

学
校
で
受
診
し
た
方
ま
た
は
受
診

さ
れ
る
方
＊
妊
娠
中
ま
た
は
そ

の
可
能
性
が
あ
る
方

※
各
会
場
と
も
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診

、
月
１
日
か
ら
大
腸
が
ん
検
診

が
始
ま
り
ま
す
。
市
内
在
住
の
如

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
無
料
で

行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ｍ
月
１
日
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

科

－

市営住宅。日秀特別県営住宅

団地名

東我孫子A

日秀（1）

日秀（2）

小幕

東我孫子B

都部

日秀特別

営住宅

※日秀(1)．(2)および日秀翻り県営住宅は家衝の3倍の月所得があれば申し込めます

戸数

1種

2

1

1

2

2種

1

1

2

種別

一般住宅

(3DK）

一般住宅

(3K）

一般住宅

(3K）

身障者住宅

(3DK）

母子住宅

(3DK）

一般住宅

（2K）

一般住宅

(3K）

家賃

(月額）

43,000円

11,500円

14,000円

34，000円
I

37，000円

33,000円

7,000円

29,100円

所在地

東我孫子1－9－17

日秀132

日秀132

高野山537ー1

束我孫子1－31

都部69

日秀132

瀬議会定例会H程
平成5年第3回市議会定例会は9

月7日(火)に開会されました。

9月16日以降の日程は次のとおり

です。

◎9月16日(木)市政に対する一般質

問

◎9月17日(金)総務企画常任委員会、

環境経済常任委員会

◎9月20日(月)文教民生常任委員会

都市建設常任委員会

◎9月21日(火)予算審査特別委員会

◎9月22日(水)我孫子駅貨物線跡地

問題対策特別委員会、議会運営委員

会、委員長報告、討論、採決、閉会

し問い合わせ市議会事務局

鯵灘鯵瀦鯵鯵鯵

鯵鯵鯵

▼
日
時
、
月
皿
日
（
木
）
、
巧
日
督
的
地
位
に
あ
る
方
。

（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
▼
受
付
期
間
９
月
”
日
（
月
）

▼
場
所
消
防
本
部
２
階
大
会
議
か
ら
、
月
１
日
（
金
）

室
▼
募
集
人
員
印
名
（
定
員
に

▼
対
象
病
院
物
品
販
売
店
舗
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

等
の
防
火
対
象
物
で
不
特
定
多
数
▼
必
要
な
も
の
写
翼
（
上
半

の
方
が
出
入
り
す
る
延
べ
面
種
３
身
無
帽
縦
４
叩
×
横
３
ｍ
１
枚
）

０
０
㎡
以
上
、
収
容
人
員
鋤
名
以
印
鑑
教
材
費
３
５
０
０
円

上
お
よ
び
学
校
等
の
延
べ
面
種
が
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

５
０
０
が
以
上
で
収
容
人
員
印
名
消
防
本
部
予
防
課
壷
（
壁
０
１

以
上
の
対
象
物
に
つ
い
て
管
理
監

１
９

詞
副居及び扶養親族数

項目

第
二
種

第
一
穂

総収入金額

最低
総収入金額l

般高

0人

(単身者）

2,207,999円

以下

2,208,000円
1

3,591,999円

1人

2,707,999円

以下

2,708,000円
1

4,027,999円

2人

3,207,999円

以下

3,208.000円
1

4,463,999円

3人

3,659,999円

以~ド

3,660,000円

1

4,903,999円

4人

4,095,999円

以下

4,096,000円
1

5,339,999円

5人

4,531,999円

以下

4,532,0001リ
1

5,779‘9991リ

第
一

樋

第
一
弧

所得金額

得金額
蝿
Ｉ
繩

0人

(単身者）

1,380,000円

以下

1,380,001円
1

2,376.000円

1人

1,730,000円

以下

1,730,001円
1

2.726.000円

2人

2,080,000円

以下

2,080,001円
1

3‘076.0001]］

3人

2,430,000円

以下

2,430,0011J’

1

3.426.0001リ

4人

2,780,000円

以下

2,780,001円
1

3,776.000円

5人

3,130,000円

以-F

3,130,001111
1

‘1,126.0001]1

参
加
者
募
集

歯
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

月日

10月1日(金）

4日(月）

5日(火）

6日(水）

7日(木）

8日(金）

12日(火）

13日(水）

14日(木）

15日(金）

18日(月）

19日(火）

20日(水）

21日(木）

会場

布佐市民センター(旧布佐調

東我孫子区民

保健センター

丸石家具センター

中央公民館

西消防署つくし野分署

布佐南小学校

下新木自治会集会所

上新木集会所(午前）

中峠下集会所(午後）

第三小学校

市民会館

第四小学校

根戸近隣センター

保健センター
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９
月
１
日
現
在
、
市
内
の
妬
歳

以
上
の
人
口
は
１
万
１
５
５
８
人

で
、
全
人
口
の
９
．
４
軒
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
が
日

常
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の
に

す
る
た
め
、
社
会
奉
仕
活
動
や
教

養
識
座
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
行

っ
て
い
る
団
体
。

市
内
に
は
鉦
ク
ラ
ブ
あ
り
、
３

２
９
４
人
の
皆
さ
ん
が
加
入
し
て

い
る
。
そ
の
連
合
組
織
で
あ
る
我

孫
子
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
第

５
代
会
長
を
、
今
年
の
５
月
か
ら

務
め
る
の
が
岩
本
一
郎
さ
ん
。

「
健
康
で
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
の

育
成
を
図
り
、
創
造
的
な
魅
力
あ

る
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
な
い
で
す

ね
』
抱
負
を
語
る
。

’

r私が見た手賀沼」
'217 9月20日(月)から300部を無料配布します

創
造
的
な
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
に
一

（
財
）
山
階
鳥
類
研
究
所
と
市
で

は
、
手
寅
沼
の
浄
化
と
再
生
の
道

を
探
る
た
め
、
市
民
と
行
政
が
共

に
考
え
る
場
と
し
て
「
手
没
沼
浄

化
を
考
え
る
市
民
識
座
」
を
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
昨

年
行
わ
れ
た
「
手
斑
沼
浄
化
を
考

え
る
市
民
識
座
Ｖ
・
私
が
見
た
手

鏡
沼
」
の
、
誰
減
録
（
Ａ
５
判

１
２
６
頁
）
が
完
成
。

講
減
録
に
は
、
地
元
で
活
蝿
し

て
い
る
専
門
家
の
豊
富
な
体
験
を

通
し
た
、
蛍
重
な
話
が
収
録
さ
れ

就
任
早
々
の
５
月
溺
日
、
市
営

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
第
狸
回
東
葛

飾
地
区
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

９
市
２
町
か
ら
５
０
０
人
以
上
の

選
手
・
役
員
な
ど
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。
大
会
副
会
長
と
し
て
、

準
備
や
運
営
に
追
わ
れ
「
体
璽
が

２
輪
画
も
減
り
ま
し
た
」
と
笑
う
。

て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
手
鍾
沼
に
親
し
み
、
浄
化
の
輪

を
広
げ
る
た
め
の
手
引
書
と
な
る

も
の
で
す
。

こ
の
識
減
録
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
識
減
の
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
も
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
「
手
賀
沼
の
水
鳥
た
ち

を
見
て
四
半
世
紀
Ｉ
将
来
へ
の
夢
」

高
橋
敏
夫
氏
（
日
本
野
鳥
の
会
千

葉
県
支
部
長
）
「
手
爽
沼
か
ら
地

球
を
考
え
る
」
相
原
正
義
氏
（
柏

日
体
高
校
教
諭
）
「
生
物
か
ら

見
た
手
賀
沼
ｌ
望
ま
し
い
自
然
環

境
」
浅
間
茂
氏
（
沼
南
高
柳
高
校

教
諭
）
「
手
賀
沼
流
域
の
都
市

化
と
農
業
」
星
野
七
郎
氏
（
湖
北

座
会
会
長
）

▼
配
布
日
・
部
数
９
月
加
日
か

ら
先
着
３
０
０
部
（
郵
送
不
可
）

▼
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
環

境
保
全
課
環
境
保
全
係
（
市
役
所

西
別
館
２
階
）
壷
（
理
１
１
１
１

内
線
５
６
８

出
身
は
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山

北
町
。
現
役
時
代
は
旧
国
鉄
に
詔

年
間
勤
め
、
主
に
貨
物
部
門
を
歩

ん
だ
。
昭
和
礎
年
に
国
鉄
が
民
営

化
さ
れ
た
時
は
「
Ｏ
Ｂ
の
一
人
と

し
て
寂
し
か
っ
た
で
す
ね
』
と
つ

ぶ
や
く
。
昭
和
訓
年
の
町
村
合
併

の
際
に
は
ゞ
我
孫
子
町
議
会
議
員

我孫子市老人クラブ

連合会会長を務める
ぃわもといちろう

岩本一郎さん
（台田）

を
１
期
務
め
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
昭
和
弱
年

か
ら
始
め
、
昭
和
帥
年
に
は
札

幌
市
で
行
わ
れ
た
「
第
１
回
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
世
界
大
会
」
に
県

代
表
と
し
て
出
場
。
ま
た
、
全

国
大
会
で
の
審
判
が
で
き
る
１

級
審
判
員
の
査
格
を
持
ち
、
い

ま
も
活
雌
中
で
あ
る
。

「
と
に
か
く
、
商
齢
者
で
も

や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
豊
蔑

な
経
験
や
知
識
、
技
能
な
ど
を

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
意
欲
的

に
話
す
姿
は
、
と
て
も
万
歳
に

は
見
え
な
い
。

ま
さ
に
、
人
生
帥
年
時
代
。

[睾鵠］

悪
質
商
法

一一一一一一一一一一一一

魑
’

今
回
は
、
最
近
相
談
が
目
立
っ

て
い
る
悪
質
商
法
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

『
１
枚
３
５
０
０
円
を
１
３

０
０
円
で
サ
ー
ビ
ス

朝
ひ
き
と
り
・
夕
方
配
達

早
い
・
安
い
・
美
し
蟹

な
ど
と
書
か
れ
た
、
〃
ふ
す
ま
張

り
替
え
″
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
見
て
、
安
い
か
ら
と
家
中
の

ふ
す
ま
を
張
り
替
え
よ
う
と
業
者

を
呼
び
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
枚
１
万
円
で
強

県
で
は
、
物
価
や
流
通
問
題
な

ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
バ
ス
に
よ
る

加者募
し

|’
、

いい生
産
流
通
施
設
見
学
「
動
く
物
価

教
室
」
を
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
、
月
虹
日
（
木
）

▼
集
合
場
所
。
時
間
柏
市
役
所

前
、
午
前
９
時
加
分

▼
見
学
先
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（
魅

千
葉
工
場
と
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
船
橋
市
）
※
解
散
は
柏
市
役
所

前
、
午
後
４
時

▼
募
集
人
員
埠
歳
以
上
の
県
内

在
住
者
唖
名
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
う
え
、
ふ
す
ま
は
当

日
に
仕
上
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

相
談
者
健
契
約
金
額
が
相
場

よ
り
高
い
の
で
解
約
の
申
し
出
を

し
よ
う
と
、
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
て

い
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
何
度
も

遜
話
を
い
れ
た
が
通
じ
ず
、
所
在

も
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ラ
シ
だ
け
で
、
信
用
で
き
る

業
者
か
ど
う
か
を
見
分
け
る
の
は

難
し
い
も
の
で
す
。
新
聞
折
り
込

み
の
チ
ラ
シ
広
告
を
利
用
す
る
時

す
ま
の

張
り
替
え
Ⅱ

▼
参
加
費
無
料
（
簡
単
な
昼
食

あ
り
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
の

往
信
用
褒
面
に
「
動
く
物
価
教
室

参
加
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
実
施
日
、
返
信
用
表

面
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
、

月
５
日
（
火
、
必
着
）
ま
で
に
、
〒

２
６
０
１
虹
千
葉
中
央
郵
便
局
私

書
箱
蜘
号
、
県
庁
県
民
生
活
課
企

画
調
整
係
壷
０
４
３
（
２
２
３
）
２

２
９
９
へ

は
、
慎
重
に
し
た
い
も
の
で
す
。

一
般
相
場
よ
り
安
す
ぎ
る
場
合
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
一
般
的
に
通
信
販
売
に

は
、
訪
問
販
売
法
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係

－

少
の

八
月
の
雑
木
林
で
、
蓑
虫
の
よ

う
な
果
実
の
穂
を
沢
山
釣
り
下
げ

一
卜
Ｌ
ｌ
１
Ｊ /→あびこ｡-、

⑱

I

た
イ
ヌ
、
ン
デ
に
出
会
っ
た
。

い
ぬ
し
で
し
で

「
犬
四
手
」
の
「
四
手
」
と
い
う
の

は
、
し
め
縄
か
ら
垂
ら
す
白
い
紙

の
こ
と
で
、
枝
か
ら
垂
れ
た
果
実

の
穂
が
「
四
手
」
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
枝
か
ら
垂

れ
た
果
穂
の
一
枚
一
枚
の
葉
の
よ

う
な
も
の
は
婚
越
と
呼
ば
れ
、
そ

の
袈
側
に
果
実
が
隠
れ
て
い
る
。

イ
ヌ
シ
デ
の
花
は
四
～
五
月
頃
で
、

回 国園圓国
テーマ

『郷土史･地方史･地域史」

I,』

イヌシデ 『

講師：木村礎氏(明治大学教授）

期日？10月3日（日）市民会館大会議室 (かばのき科）
1

市
民
参
加
の
市
史
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
行
っ
て
い
る

市
史
識
減
会
。

今
回
は
第
加
回
の
記
念
誰
減
会

と
し
て
、
前
地
方
史
研
究
協
議
会

会
長
の
木
村
礎
氏
を
招
き
、
地
方

史
研
究
に
お
け
る
諸
概
念
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
３
日
（
且
午
後
１

時
鋤
分
か
ら
３
時

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
受
講
料
無
料

▼
講
師
木
村
礎
氏
（
明
治
大
学

教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
史
編
さ
ん
室

云
（
顕
）
１
１
５
１

ノ

雄
花
と
雌
花
の
区
別
が
あ
る
。

雌
花
は
今
年
伸
び
た
新
枝
の

預
端
に
付
き
、
雄
花
は
前
年
伸

び
た
小
枝
か
ら
尾
状
に
垂
れ
下

が
るイ

ヌ
シ
デ
の
材
は
灰
白
色
で
、

し
か
も
丈
夫
で
あ
る
の
で
、
床

柱
や
家
具
材
、
細
工
物
の
材
料

と
し
て
使
わ
れ
る
。

ほ
た

ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
栂

ざ木
や
薪
炭
の
原
料
と
し
て
も
用

い
ら
れ
る
。

イ
ヌ
シ
デ
は
芽
や
新
葉
に
白

毛
が
多
い
こ
と
か
ら
別
名
を
シ

ロ
シ
デ
と
い
う
。
．

こ
の
木
は
樹
肌
に
白
い
縦
筋

が
あ
り
、
ま
た
、
蓑
虫
の
よ
う
な

果
穂
を
垂
ら
す
の
で
ど
こ
と
な

く
愛
敬
が
あ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）
｜、I’

｢手賀沼浄化を考える市民講座V」講演録

★親子で環境問題を

★★考えませんか

会天体観望
期日：10月24日(日､手賀沼親水広場）

手
黄
沼
親
水
広
場
で
は
、
星
空
望
遠
鏡
に
よ
る
月
や
土
星
（
惑

を
観
察
し
、
宇
宙
規
模
で
の
環
境
星
）
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
の
観
察

問
題
を
親
子
で
考
え
て
い
た
だ
く
な
ど
（
雨
天
及
び
曇
天
の
場
合

た
め
天
体
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。
は
、
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
）

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
▼
講
師
遠
藤
雄
三
氏
（
流
山

▼
日
時
、
月
型
日
（
且
午
後
４
天
文
愛
好
会
副
会
長
）
ほ
か

時
訓
分
か
ら
７
時
（
参
加
無
料
）
▼
持
参
懐
中
電
灯
、
カ
ッ
タ

▼
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
Ｉ
ナ
イ
フ
、
〈
サ
ミ
、
双
眼
鏡

▼
募
集
人
員
小
学
校
４
年
生
か
（
あ
れ
ば
）

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
親
子
釦
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

組
（
先
着
順
）
電
話
で
手
賀
沼
親
水
広
場
壷

▼
内
容
星
座
早
見
盤
の
作
成
、
虚
）
０
５
５
５

きむらもとい

木村礎氏
(明治大学教授）

大正13年東京生まれ。明治

大学、東京文理科大学国史学

科卒蕊明治大学学長、地方

史研究協議会会長などを歴任。

｢日本村落史｣,、『村の語る日

本の歴史」など著讐多数。
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や
１
曲
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Ｆ
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６
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’
’ 伝日時・内容9月26日(日)…講

習（福祉制度）、10月1日(金)…

施設での介護実習、いずれも午前

10時から午後4時(参加費無料）

し場所市川市市民会館

し申し込み・問い合わせ電話で

市川市社会福祉協議会盆0473(34）

1111内線2783へ

’
旬

し日時・場所9月26日(日)午後

1時から5時、松戸市民会館壷04

73(68)1237
レ内容吃音問題に関する話し合

いなど（参加費無料）

惨対象吃音者及び関心のある人

伝申し込み・問い合わせハガキ

または電話で、〒263干葉市稲毛

区穴lll2の1の2ｱ堀内比呂志云04

3(252)4307(夜間のみ)へ

’

’蕊
識
瀦

r

し日程11月27日(土）

し場所幕張メッセ国際会議場

し対象県内在住、在勤、在学の

外国人で次の条件を満たす方（15

歳以上で在日期間が5年未満、両

親とも日本国籍を持たない方）

※詳しくは、県教育庁社会教育課

壷043(223)4071へ

修日時・集合場所9月23日(祝）

午前9時25分柏駅西□②バス乗場

傷コース柏の葉公園から大青田

屡参加費無料

シ持参弁当、水筒等

伝問い合わせ田宮査(84)6734

流山青年の家
|ふるさと探訪シリーズ古利根自然ｳオッチング

住宅統計調査にご協力を

術学皇道嘉ｸ雪し作壼
第34回干葉縣囎報作品

市民バドミントン大会
交通特別講習会

ちびっこ交通安全大会

臨時給食調理員

野村生涯教育勉強会
萱書特別 無料相談

バﾚー ボー ﾙ市民大会

シルバー人材センター
着付教室受講生

第18回剛臓会即売ザー

烏の博物館からの
お知らせ

9月27日(月)から29日(水)ま

で、館内殺虫作業のだめ休館し

ます。
日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽa(85)1313おこと演奏会

16木

17金

18土

loe

20月

21火

22水

Z3④

24金

25土

Z6e

27月

28火

29水

30木

：薮法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃健康相談＝つつじ荘11:00～12:00
:壷鳥の博物館休館

:診税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

惣夛酒害相談＝保健センター13:30～15'30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）
‘該少年の日

厘夛"日曜当番医＝テレホンサービス

函休日敷急歯科診爵日=休日剥急歯科診鼠所(市民会曽内)9:00～11:30
【釘結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00：汐家庭の日

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

”心配ごと相談＝寿市民センタ－9:00～15:00

”市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター体

墜萄法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

，薮消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

霊アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

r琴市民閲塞館休館

‘夢つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

ﾛ.…ﾄ｡

壷人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
f診烏の博物館休館

瘤市役所閉庁(－部の施設は除く）

E寺日曜当番医＝テレホンサービス

画休B裁急歯科診贋日=祀凱急歯科診恩所(市民会館内)9:00～11:30

‘毒肖費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

【蚕馬の博物館休館

壷国民年金保険料納期限＝口座振替日

頚心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
声水道料金納入期限＝預金口座振蓄日
霧市民図閏餡･鳥の鋤鬮･市民体育鴎･つつじ荘･西部剛ｾﾝﾀー 休鬮

霧法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
戸鳥の博物館休館

つつじ荘休館‘蔵西部福祉センター休館

一~一一一＝ゴー

鵺親睦ケ豈卜ポー ﾙ大会 ｢英語で遊ぼう｣生徒

県民政治大学’
●

GM

県立我孫子養護学校
PTAバザー・模擬店

千葉県福祉人材センター主催
r福祉とのふれあい入門教室生」

講演会｢綴と鯛側騰」

どつあ知

吃音(どもり)者の集い

第6回外国人による日本語
スピーチコンテスト

ふれあい手賀沼の会
｢大青田の自然観察会」


